
柵を設置する際の留意事項 [柳井市 農林水産課作成] 

有害鳥獣による被害や出没を防ぎましょう 

●有害鳥獣に餌付けをしていませんか？（餌付けは有害鳥獣にとって楽園です） 

・家の周りや農地等にエサとなる残飯や野菜くずの放置、ヒコバエや摘果した果実の放置、

さらには収穫しない果実を簡単に食べさせるなどを行ってしまうと有害鳥獣が頻繁に出没

するようになります 

●有害鳥獣から農地を守る防護柵の再点検(使用方法・設置方法)をお願いします 

１．電気柵について 

・一年中、電気を流していますか？（電気が流れてない電線はただのヒモ） 

・電気の出力は５，０００ボルト以上になっていますか？（出力低下はただのヒモ） 

・獣が侵入する側にガイシやフックを設置していますか？（鼻先が触れ通電する） 

・電線はたるみを持たせて張っていますか？（張りすぎると電気が通りにくい） 

・ｱｽﾌｧﾙﾄやｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の縁に設置していませんか？（舗装は電気を通さない） 

・電気柵があることを周囲の人が認識できますか？（危険表示が必要です） 

・ｺﾝｾﾝﾄ用の交流１００ﾎﾞﾙﾄから接続した場合、漏電遮断器を設置していますか？ 

２．ワイヤーメッシュ柵について（パネル状の物→高さ１.０～１.２ｍ×長さ２.０ｍ） 

・タテ筋が獣の侵入側に設置されていますか？（ヨコ筋はイノシシがくわえて引っ張ると溶接

が外れ獣が侵入します） 

３．侵入防止柵共通の設置方法について 

・法面等の斜面部や法下に設置した場合、獣が侵入する勢いで柵を押し倒したり飛び越え

て農地等に侵入します 

・獣の侵入側１ｍ程度は人が通れますか？草刈等の管理ができますか？ 

・柵から水稲や野菜等まで１ｍ度空いていますか？（近いとエサになる） 

●イノシシやサルを見かけたら、見かけた人が物を投げつける、大きな音を立てる、クラクシ

ョンを鳴らすなど危険のない程度に追い払いをして「人間は怖い」と思わせます 

・集落や自治会では、住民が協力しロケット花火や爆竹等による追い払い活動をすることで

「人間は怖い」とイノシシやサルに思わせ農地等へ出没させないようにしましょう 

注）何もしないと「人馴れしたイノシシやサル」となり頻繁に出没するようになります 
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ワイヤーメッシｭ （ウリ坊や小動物の侵入を防ぐには、10㎝角がおすすめ）         共 通 

 

 

※アスファルト舗装やコンクリート舗装、防草シート（ナイロン製）は通電

しません。（獣に電気のショックを与えることができません。） 

また、獣が進入してくる側にガイシやフックを設置してください。 

※電線は“たるみ”のある方が良く、強く張りすぎると、鉄線や銅線が 

ビニール内に隠れ、電気が通りにくくなります。 

※草刈り等維持管理や柵の状況確認のために、１ｍ程度空け人が

通れるように設置するのが理想です。 （電気柵も同様） 

※法面など、急な斜面やその下に設置すると、獣の勢い（スピード）で柵を

押し倒したり飛び越えたりするので注意が必要です。 
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